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嚥下内視鏡検査に関する説明書

【摂食・嚥下障害と検査の目的】
摂食・嚥下障害とは、食べ物や飲み物が上手に飲みこめなくなる障害です。様々な原因で発生し、「脱水・栄養障害」「誤嚥・誤嚥性肺炎・窒息」などにつながることがあります。嚥下内視鏡検査の目的は食物が通過する「のど」の部分にどのような異常があるのか、その異常に対してどうしたらよいのかなど今後の対策に必要な情報を得ることです。

【検査の実際】
嚥下内視鏡検査は約3.5㎜の内視鏡を鼻から挿入して嚥下機能評価を行う検査です。内視鏡を入れた状態でトロミ水またはゼリーなどを食べていただきます。噛むことによって食品がどのくらいこなれているか、どのくらい唾液と混ぜ合わされているかなど、口から喉に流れてきた食塊（食べ物をよく噛んで飲み込めるようになった状態の食品の塊）を目視して診察します。また、食べ物だけでなく、口から喉にたまっている唾液の様子や、咳嗽反射の状態、気管内に唾液などが流入していないかなども評価します。所要時間は5分から10分です。

【偶発性について】
嚥下内視鏡検査は基本的には安全な検査ですが、十分な注意を払っても可能性がゼロにならない、予測しえない偶発症が発生することがあります。検査・治療は細心の注意を払って行いますが、万一偶発症が起こった場合は、最善の方法で対処します。
1） 基本的にはゼリーなど飲み込みやすい食べ物を使用しますが、適切な食事を判断するために患者さんにとって難しい食べ物（ごはん、水分など）や量を摂っていただくことがあります。その際、誤嚥を起こすことがあり、まれに発熱や誤嚥性肺炎が起こることもあります。
2） 医療用潤滑ゼリーを使用します。極まれにアレルギー症状やショック状態（呼吸停止）が起こることがあります。
3） 内視鏡の通過時の接触により、鼻腔粘膜や喉が傷ついて出血することがあります。また、喉の奥まで達した内視鏡により、喉頭や声帯に障害が生じることがあります。
4） 検査の緊張や刺激により、迷走神経反射など失神発作が起こることがあります。

検査に同意した後での検査撤回も可能です。また、検査途中で具合が悪くなった場合には、いつでも検査を中止することができますし、医療者側からも危険と判断したときは検査を中止することがあります。


嚥下内視鏡検査同意書
名張市立病院　院長宛
上記検査実施について承諾しましたので、嚥下内視鏡検査を受けることに同意いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
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